
オメガオンラインショップのクレジット決算導入のために
　海外在住の日本人の方々からの商品ご購入のお問い合わせが
増えています。またコロナ禍でのニーズに応え、オメガオンライン
ショップサイトでクレジット決算導入を9月下旬開始予定で進めて
おります。すべての作業がスムーズに整いますように。また、オメガ
の分かりやすい教材が一人でも多くの方の手に届きますように。
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感謝を込めて　イスラエルセミナーCDとスティーブンス・栄子の『シャロームイスラエル』
DVD上・下巻も感謝価格でご提供中です。
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未来の預言―その7200文字くらい

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

オメガ出版

ＤＶＤ4枚組　
上巻全540分/下巻564分
各¥2,750（税込）

『シャローム
  イスラエルⅠ』
DVD好評発売中！ 

ニュースレター「Bride」&オメガ出版ご注文方法について

日本と世界情勢のために
　現在、世界で大規模地震が多発しています。日本国内のさまざま
な地域でも自然災害が続いています。新型コロナウイルスによる
緊急事態宣言も延長を重ねております。日本国内、イスラエルを
囲む中東情勢、世界の国々を覚えて人々の生活、健康や安全が
守られますよう引き続きお祈りください。

オメガニュースレター「Bride」について

毎月！ メール配信と郵送によって
無料で受け取れます！

オメガ出版
ご注文方法

主の祈り
天にまします我らの父よ。
願わくは御名をあがめさせたまえ。
御国を来たらせたまえ。
みこころの天になるごとく、
地にもなさせたまえ。
我らの日用の糧を
今日も与えたまえ。
我らに罪を犯すものを
我らが赦すごとく、
我らの罪をも赦したまえ。
我らを試みにあわせず、
悪より救いだしたまえ。
国と力と栄えとは、
限りなく汝のものなればなり。
アーメン。

ご登録は
https://www.omega.or.jp/
お問い合わせ　
TEL＆FAX：06-6777-2117

①電話 ②FAX ③Eメール※

※ 本文にお届け先ご住所、お名前、注文数の記入をお願いいたします。

④オメガオンラインショップ
TEL＆FAX:06-6777-2117
Eメール:book@omega.or.jp
オメガ出版のWEBサイトからのご注文

　

https://www.omega.or.jp/shuppan/

謝辞～夏のプレゼント～
皆様からのたくさんのご応募ありがとうございました。ベー・チェチョル「愛のうた」CDは、輪嶋東太郎氏から贈呈がありました。感謝を込めて、ご報告させていただきます。

こちらをクリックするとニュースレター「Bride」がすべてお読みいただけます。
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未来の預言

地上のモーセの幕屋や神殿で、常に香
をたいて神様に捧げていました。しかし、
これらは天にあるもののひな型に過ぎま
せん。地上で祭司が毎日、香を捧げてい
たように、天でも御使いが祭壇の前で香
を捧げています。
「彼にたくさんの香が与えられた。すべ
ての聖徒の祈りとともに、御座の前にあ
る金の祭壇の上にささげるためであっ
た」と記されているように、通常より多く
の香がたかれます。私たちの祈りは漏れ
ることなく、御使いの捧げる香と共に神
様の御座に届けられます。
この時は、今まで以上の香が与えられ、

イスラエルの訴え、聖徒たちの訴え等、
あだ

仇を討つ時が来たゆえ、神様がそれらの
祈りに応えて、地に審判を送ります。そ
のために七人の御使いが、七つのラッパ
を吹く用意をしています。

黙示録8章2節、「それから私は、神
の御前に立つ七人の御使いを見た。彼
らに七つのラッパが与えられた」。巻物
を開くと同時に封印の災難が終わりまし
たが、七つのラッパが七人の御使いに渡
されました。そしてラッパの災難が始ま
ります。第七の封印が、巻物の中に書か
れてあることすべてですから、七つの
ラッパの災難は第七の封印の一部です。

黙示録8章3節、「また、もうひとりの
御使いが出て来て、金の香炉を持って祭
壇のところに立った。彼にたくさんの香
が与えられた。すべての聖徒の祈りとと
もに、御座の前にある金の祭壇の上にさ
さげるためであった」

「御使いが出て来て、金の香炉を持って
祭壇のところに立った」とあり、香炉は

モーセの幕屋や神殿で使われた金の祭壇と香炉
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第七の封印
（新改訳第3版使用）

黙示録8章1節、「小羊が第七の封印
を解いたとき、天に半時間ばかり静けさ
があった」。
ここで第七の封印が解かれました。5

章11節では、「天には、万の幾万倍､千
の幾千倍もの、無数の天使がいる」と語
られています。そして大患難からの殉教
者たち、旧約の聖徒たち、天にいる教会
の聖徒たち、ケルビムとその他の生き物
たちがいます。広 と々している天が、いっ
せいに静まりました。時計の針が動く音
が聞こえるほど、天に半時間ばかりの静
けさが続きます。

どうして、皆が息をのむほどに静まり
返っているのでしょうか。それは天地創
造以来、待ちに待った主のご計画の成
就が近付いているからです。小羊が封印
を解いてから、7年間の大患難時代の時
計が動き始めました。七つ目の封印を解
くと同時に、残る4分の3の大患難時代
に何が起こるのかが記された部分が現れ
ています。ゆっくりと巻物が開かれてい
き、30分の間は息をのむ思いです。

―その7
栄子・スティーブンス

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。
2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。
現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。
日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan
（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに
拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のための
カルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
いよいよ2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンスProfile

「神は言われます。『わたしは、恵みの時にあなたに答え、救いの日にあなたを助けた。』
確かに、今は恵みの時、今は救いの日です」（Ⅱコリ6:2）
ヨハネの黙示録（以下、黙示録）は、イエス・キリストの啓示の書です。
今、私たちは終末の時代に生かされている者として、共にヨハネの黙示録を朗読し、味わっています。
終わりの日が近くなるにつれ、私たちは主を愛し、愛する日本に一方的な神のあわれみとイエス・キリストの
啓示の霊が注がれますよう共に祈りたいと思います。今号は、第１から第4のラッパについて共に学びましょう。

(C)Ori229

になったのだとも考えられます。また、
「青草が全部焼けてしまった」とあるよう
に、家畜の食べ物が無くなっています。
食物不足がますますひどくなり、野の獣
の食物が無い状態です。

昔、奴隷となっていたイスラエルの民
を解放させなかったエジプトのように（出
9:23 ～25参照）、神様はまた災いを起
こされます。出エジプトの時も10の災い
が起こりました。世の終わりに悪が広がり、
人々を罪の奴隷から解放させるために、
再び神様が立ち上がられるのです。

第二のラッパ
黙示録8章8節から9節、「第二の御

使いがラッパを吹き鳴らした。すると、

によって、あらゆる所で火事が起こって
います。

「地上の三分の一が焼け、木の三分の
一も焼け」と、多く家屋が焼失し、住む
所を失っています。また､木の3分の1も
焼失しています。地球温暖化の原因と
なっているガスには様々なものがありま
すが、中でも二酸化炭素は最も影響が
大きいと言われています。現在、車や工
場など化石燃料の使用が増え、二酸化
炭素が急速に増えています。森林は、二
酸化炭素を吸収しますが、地球の3分の
1もの木が焼失し、二酸化炭素を吸収す
る森林が少なくなっています。「血の混
じった雹と火とが現れ」という火による火
事ですが、恐らく落雷のような形で火事

聖徒たちの祈り
黙示録8章4節から6節、「香の煙は、

聖徒たちの祈りとともに、御使いの手か
ら神の御前に立ち上った。それから、御使
いは、その香炉を取り、祭壇の火でそれ
を満たしてから、地に投げつけた。する
と、雷鳴と声といなずまと地震が起こっ
た。すると、七つのラッパを持っていた
七人の御使いはラッパを吹く用意をした」

「香の煙は、聖徒たちの祈りとともに、
御使いの手から神の御前に立ち上った」
（8:4）とあり、多くの祈りに神様がお応
えになる時です。「御使いは、その香炉
を取り、祭壇の火でそれを満たしてから、
地に投げつけた」（8:5）。祈りが神様の

御前に届くと同時に、御使いが香炉を地
に投げつけています。祈りが神様に届く
と、神様は地に仇討ちをされます。「す
ると、雷鳴と声といなずまと地震が起
こった」（8:5）と祈りに応えて、神様の御
怒りが地に注がれています。そして、「七
つのラッパを持っていた七人の御使いは
ラッパを吹く用意をした」（8:6）とありま
す。封印の災難で、人類の4分の1がす
でに死にました。次は、ラッパの災難が
始まります。

第一のラッパ
黙示録8章7節、「第一の御使いがラッ

パを吹き鳴らした。すると、血の混じっ
た雹と火とが現れ、地上に投げられた。

そして地上の三分の一が焼け、木の三
分の一も焼け、青草が全部焼けてし
まった」

「血の混じった雹と火とが現れ、地上に
投げられた」とありますが、私の住んで
いるアメリカ・カンザス州では、時々大
きな

ひょう

雹が降ります。教会の外に止めて
あった私の車は、卵の大きさぐらいの雹
が降ったため、車が

でこぼこ

凸凹になり、2千ド
ルの修繕費が掛かりました。しかし、そ
れよりもっと大きな雹に血が混ざっている
物が降ってくるのは、あまりにも恐ろし
い光景です。それが一箇所で起こってい
るのではなく、世界規模で起こっている
のです。その上､火が現れています。これ

火の燃えている大きな山のようなものが、
海に投げ込まれた。そして海の三分の一
が血となった。すると、海の中にいた、
いのちのあるものの三分の一が死に、舟
の三分の一も打ちこわされた」

「火の燃えている大きな山のようなもの
が、海に投げ込まれた」（8:8）。これは、
大きな

いんせき

隕石ではないかと思われます。そ
れによって、「海の三分の一が血となっ
た」（8:8）のですが、出エジプトでナイ
ル川が血になったことを思わされます。
海にいる命のあるもの中の、3分の1が
死滅します。地上では青草が全部焼けて
しまい、食物不足になりましたが、海の
幸は残されています。しかし、その3分
の1が死んでしまい､魚や海草が少なく

来るまでは想像ができません。恐らく、
地球を取り巻く大気に異常が起こったの
かもしれません。天の光がはっきり見え
なくなった状態ではないでしょうか。太
陽も月も不気味な暗さで、星もほとんど
見えないという人々に恐れを抱かせる状
態だと考えられます。ルカの福音書21
章25節では、「日と月と星には、前兆が
現れ」とイエス様がおっしゃいました。こ
のようなことが大患難時代に起こると語
られたのです。

三つの災い
黙示録8章13節、「また私は見た。一

羽の鷲が中天を飛びながら、大声で言う
のを聞いた。『わざわいが来る。わざわ
いが、わざわいが来る。地に住む人々に。

を食べさせ、毒の水を飲ませる』」。また、
エレミヤ23章15節、「それゆえ、万軍
の主は、預言者たちについて、こう仰せ
られる。『見よ。わたしは彼らに、苦よ
もぎを食べさせ、毒の水を飲ませる。汚
れがエルサレムの預言者たちから出て、
この全土に広がったからだ』」

第四のラッパ
黙示録8章12節、「第四の御使いが

ラッパを吹き鳴らした。すると、太陽の
三分の一と、月の三分の一と、星の三
分の一とが打たれたので、三分の一は
暗くなり、昼の三分の一は光を失い、ま
た夜も同様であった」

第四のラッパが鳴りました。その日が

なり、食物不足は想像を絶するほどにな
ります。「舟の三分の一も打ちこわされ
た」（8:9）のは、大きな隕石のような物
が、海に投げ込まれたからです。それに
よって、3分の1の船が破壊されました。
届くはずであった食物が、届かなくなり
ます。

第三のラッパ
黙示録8章10節から11節、「第三の

御使いがラッパを吹き鳴らした。すると、
たいまつのように燃えている大きな星が
天から落ちて来て、川々の三分の一とそ
の水源に落ちた。この星の名は苦よもぎ
と呼ばれ、川の水の三分の一は苦よもぎ
のようになった。水が苦くなったので、

その水のために多くの人が死んだ」

「たいまつのように燃えている大きな星
が天から落ちて来て」（8:10）とあります
が、1991年の湾岸戦争の時、イラクの
元大統領サダム・フセインが、イスラエ
ルに撃ってきたミサイルを私はエルサレ
ムで見ました。ちょうどたいまつが飛ん
で来るように見えました。黙示録が書か
れた時代（AD95ごろ）には、そのような
ものはありませんでしたから、ヨハネは
「たいまつのように燃えている大きな星」
に見えたのでしょう。しかし、流星が落
ちてくる様子も同じようだと考えられます。
実際に起こらなければ分からないことで
すが、「大きな星」は、流星、堕天使（黙

示録で星は天使を表すことがある）ある
いは近代化学兵器のようなものとも考え
られます。

「川の水の三分の一は苦よもぎのように
なった。水が苦くなったので、その水の
ために多くの人が死んだ」（8:11）とのこ
とですが、たいまつのように見える星が
落ちてきたことで、真水が汚染されまし
た。苦よもぎは、新約聖書では黙示録
の一箇所だけですが、旧約聖書では何
箇所か出てきます。エレミヤ書では、
「苦よもぎ」が神罰として書かれています。
エレミヤ9章15節、「それゆえ、イスラ
エルの神、万軍の主は、こう仰せられる。
『見よ。わたしは、この民に、苦よもぎ

あと三人の御使いがラッパを吹き鳴らそ
うとしている』」

「わざわいが来る。わざわいが、わざわ
いが来る」と、ここに三つの災いが強調
されています。これは残り三つのラッパ
のことで、これらがかつてない苦難であ
ることを警告しています。
第一の災いは、第五のラッパ、
第二の災いは、第六のラッパ、
第三の災いは、第七のラッパで、最後

の七つの鉢の災難が全部入っています。
七つの鉢の災難は、大患難時代後半の
3年半にすべて起こることです。

次号は、第一の災いの第五のラッパに
ついて見ていきましょう。
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た」と記されているように、通常より多く
の香がたかれます。私たちの祈りは漏れ
ることなく、御使いの捧げる香と共に神
様の御座に届けられます。
この時は、今まで以上の香が与えられ、

イスラエルの訴え、聖徒たちの訴え等、
あだ

仇を討つ時が来たゆえ、神様がそれらの
祈りに応えて、地に審判を送ります。そ
のために七人の御使いが、七つのラッパ
を吹く用意をしています。

黙示録8章2節、「それから私は、神
の御前に立つ七人の御使いを見た。彼
らに七つのラッパが与えられた」。巻物
を開くと同時に封印の災難が終わりまし
たが、七つのラッパが七人の御使いに渡
されました。そしてラッパの災難が始ま
ります。第七の封印が、巻物の中に書か
れてあることすべてですから、七つの
ラッパの災難は第七の封印の一部です。

黙示録8章3節、「また、もうひとりの
御使いが出て来て、金の香炉を持って祭
壇のところに立った。彼にたくさんの香
が与えられた。すべての聖徒の祈りとと
もに、御座の前にある金の祭壇の上にさ
さげるためであった」

「御使いが出て来て、金の香炉を持って
祭壇のところに立った」とあり、香炉は

モーセの幕屋や神殿で使われた金の祭壇と香炉
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第七の封印
（新改訳第3版使用）

黙示録8章1節、「小羊が第七の封印
を解いたとき、天に半時間ばかり静けさ
があった」。
ここで第七の封印が解かれました。5

章11節では、「天には、万の幾万倍､千
の幾千倍もの、無数の天使がいる」と語
られています。そして大患難からの殉教
者たち、旧約の聖徒たち、天にいる教会
の聖徒たち、ケルビムとその他の生き物
たちがいます。広 と々している天が、いっ
せいに静まりました。時計の針が動く音
が聞こえるほど、天に半時間ばかりの静
けさが続きます。

どうして、皆が息をのむほどに静まり
返っているのでしょうか。それは天地創
造以来、待ちに待った主のご計画の成
就が近付いているからです。小羊が封印
を解いてから、7年間の大患難時代の時
計が動き始めました。七つ目の封印を解
くと同時に、残る4分の3の大患難時代
に何が起こるのかが記された部分が現れ
ています。ゆっくりと巻物が開かれてい
き、30分の間は息をのむ思いです。

―その7
栄子・スティーブンス

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。
2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。
現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。
日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan
（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに
拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のための
カルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
いよいよ2021年7月より米国カンザス州の教会を中心に講演活動を行っている。コロナ禍の現在、終末論を語る講師として米国でも期待されている神の器。

栄子・スティーブンスProfile

「神は言われます。『わたしは、恵みの時にあなたに答え、救いの日にあなたを助けた。』
確かに、今は恵みの時、今は救いの日です」（Ⅱコリ6:2）
ヨハネの黙示録（以下、黙示録）は、イエス・キリストの啓示の書です。
今、私たちは終末の時代に生かされている者として、共にヨハネの黙示録を朗読し、味わっています。
終わりの日が近くなるにつれ、私たちは主を愛し、愛する日本に一方的な神のあわれみとイエス・キリストの
啓示の霊が注がれますよう共に祈りたいと思います。今号は、第１から第4のラッパについて共に学びましょう。
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になったのだとも考えられます。また、
「青草が全部焼けてしまった」とあるよう
に、家畜の食べ物が無くなっています。
食物不足がますますひどくなり、野の獣
の食物が無い状態です。

昔、奴隷となっていたイスラエルの民
を解放させなかったエジプトのように（出
9:23 ～25参照）、神様はまた災いを起
こされます。出エジプトの時も10の災い
が起こりました。世の終わりに悪が広がり、
人々を罪の奴隷から解放させるために、
再び神様が立ち上がられるのです。

第二のラッパ
黙示録8章8節から9節、「第二の御

使いがラッパを吹き鳴らした。すると、

によって、あらゆる所で火事が起こって
います。

「地上の三分の一が焼け、木の三分の
一も焼け」と、多く家屋が焼失し、住む
所を失っています。また､木の3分の1も
焼失しています。地球温暖化の原因と
なっているガスには様々なものがありま
すが、中でも二酸化炭素は最も影響が
大きいと言われています。現在、車や工
場など化石燃料の使用が増え、二酸化
炭素が急速に増えています。森林は、二
酸化炭素を吸収しますが、地球の3分の
1もの木が焼失し、二酸化炭素を吸収す
る森林が少なくなっています。「血の混
じった雹と火とが現れ」という火による火
事ですが、恐らく落雷のような形で火事

聖徒たちの祈り
黙示録8章4節から6節、「香の煙は、

聖徒たちの祈りとともに、御使いの手か
ら神の御前に立ち上った。それから、御使
いは、その香炉を取り、祭壇の火でそれ
を満たしてから、地に投げつけた。する
と、雷鳴と声といなずまと地震が起こっ
た。すると、七つのラッパを持っていた
七人の御使いはラッパを吹く用意をした」

「香の煙は、聖徒たちの祈りとともに、
御使いの手から神の御前に立ち上った」
（8:4）とあり、多くの祈りに神様がお応
えになる時です。「御使いは、その香炉
を取り、祭壇の火でそれを満たしてから、
地に投げつけた」（8:5）。祈りが神様の

御前に届くと同時に、御使いが香炉を地
に投げつけています。祈りが神様に届く
と、神様は地に仇討ちをされます。「す
ると、雷鳴と声といなずまと地震が起
こった」（8:5）と祈りに応えて、神様の御
怒りが地に注がれています。そして、「七
つのラッパを持っていた七人の御使いは
ラッパを吹く用意をした」（8:6）とありま
す。封印の災難で、人類の4分の1がす
でに死にました。次は、ラッパの災難が
始まります。

第一のラッパ
黙示録8章7節、「第一の御使いがラッ

パを吹き鳴らした。すると、血の混じっ
た雹と火とが現れ、地上に投げられた。

そして地上の三分の一が焼け、木の三
分の一も焼け、青草が全部焼けてし
まった」

「血の混じった雹と火とが現れ、地上に
投げられた」とありますが、私の住んで
いるアメリカ・カンザス州では、時々大
きな

ひょう

雹が降ります。教会の外に止めて
あった私の車は、卵の大きさぐらいの雹
が降ったため、車が

でこぼこ

凸凹になり、2千ド
ルの修繕費が掛かりました。しかし、そ
れよりもっと大きな雹に血が混ざっている
物が降ってくるのは、あまりにも恐ろし
い光景です。それが一箇所で起こってい
るのではなく、世界規模で起こっている
のです。その上､火が現れています。これ

火の燃えている大きな山のようなものが、
海に投げ込まれた。そして海の三分の一
が血となった。すると、海の中にいた、
いのちのあるものの三分の一が死に、舟
の三分の一も打ちこわされた」

「火の燃えている大きな山のようなもの
が、海に投げ込まれた」（8:8）。これは、
大きな

いんせき

隕石ではないかと思われます。そ
れによって、「海の三分の一が血となっ
た」（8:8）のですが、出エジプトでナイ
ル川が血になったことを思わされます。
海にいる命のあるもの中の、3分の1が
死滅します。地上では青草が全部焼けて
しまい、食物不足になりましたが、海の
幸は残されています。しかし、その3分
の1が死んでしまい､魚や海草が少なく

来るまでは想像ができません。恐らく、
地球を取り巻く大気に異常が起こったの
かもしれません。天の光がはっきり見え
なくなった状態ではないでしょうか。太
陽も月も不気味な暗さで、星もほとんど
見えないという人々に恐れを抱かせる状
態だと考えられます。ルカの福音書21
章25節では、「日と月と星には、前兆が
現れ」とイエス様がおっしゃいました。こ
のようなことが大患難時代に起こると語
られたのです。

三つの災い
黙示録8章13節、「また私は見た。一

羽の鷲が中天を飛びながら、大声で言う
のを聞いた。『わざわいが来る。わざわ
いが、わざわいが来る。地に住む人々に。

を食べさせ、毒の水を飲ませる』」。また、
エレミヤ23章15節、「それゆえ、万軍
の主は、預言者たちについて、こう仰せ
られる。『見よ。わたしは彼らに、苦よ
もぎを食べさせ、毒の水を飲ませる。汚
れがエルサレムの預言者たちから出て、
この全土に広がったからだ』」

第四のラッパ
黙示録8章12節、「第四の御使いが

ラッパを吹き鳴らした。すると、太陽の
三分の一と、月の三分の一と、星の三
分の一とが打たれたので、三分の一は
暗くなり、昼の三分の一は光を失い、ま
た夜も同様であった」

第四のラッパが鳴りました。その日が

なり、食物不足は想像を絶するほどにな
ります。「舟の三分の一も打ちこわされ
た」（8:9）のは、大きな隕石のような物
が、海に投げ込まれたからです。それに
よって、3分の1の船が破壊されました。
届くはずであった食物が、届かなくなり
ます。

第三のラッパ
黙示録8章10節から11節、「第三の

御使いがラッパを吹き鳴らした。すると、
たいまつのように燃えている大きな星が
天から落ちて来て、川々の三分の一とそ
の水源に落ちた。この星の名は苦よもぎ
と呼ばれ、川の水の三分の一は苦よもぎ
のようになった。水が苦くなったので、

その水のために多くの人が死んだ」

「たいまつのように燃えている大きな星
が天から落ちて来て」（8:10）とあります
が、1991年の湾岸戦争の時、イラクの
元大統領サダム・フセインが、イスラエ
ルに撃ってきたミサイルを私はエルサレ
ムで見ました。ちょうどたいまつが飛ん
で来るように見えました。黙示録が書か
れた時代（AD95ごろ）には、そのような
ものはありませんでしたから、ヨハネは
「たいまつのように燃えている大きな星」
に見えたのでしょう。しかし、流星が落
ちてくる様子も同じようだと考えられます。
実際に起こらなければ分からないことで
すが、「大きな星」は、流星、堕天使（黙

示録で星は天使を表すことがある）ある
いは近代化学兵器のようなものとも考え
られます。

「川の水の三分の一は苦よもぎのように
なった。水が苦くなったので、その水の
ために多くの人が死んだ」（8:11）とのこ
とですが、たいまつのように見える星が
落ちてきたことで、真水が汚染されまし
た。苦よもぎは、新約聖書では黙示録
の一箇所だけですが、旧約聖書では何
箇所か出てきます。エレミヤ書では、
「苦よもぎ」が神罰として書かれています。
エレミヤ9章15節、「それゆえ、イスラ
エルの神、万軍の主は、こう仰せられる。
『見よ。わたしは、この民に、苦よもぎ

あと三人の御使いがラッパを吹き鳴らそ
うとしている』」

「わざわいが来る。わざわいが、わざわ
いが来る」と、ここに三つの災いが強調
されています。これは残り三つのラッパ
のことで、これらがかつてない苦難であ
ることを警告しています。
第一の災いは、第五のラッパ、
第二の災いは、第六のラッパ、
第三の災いは、第七のラッパで、最後

の七つの鉢の災難が全部入っています。
七つの鉢の災難は、大患難時代後半の
3年半にすべて起こることです。

次号は、第一の災いの第五のラッパに
ついて見ていきましょう。



04 05

地上のモーセの幕屋や神殿で、常に香
をたいて神様に捧げていました。しかし、
これらは天にあるもののひな型に過ぎま
せん。地上で祭司が毎日、香を捧げてい
たように、天でも御使いが祭壇の前で香
を捧げています。
「彼にたくさんの香が与えられた。すべ
ての聖徒の祈りとともに、御座の前にあ
る金の祭壇の上にささげるためであっ
た」と記されているように、通常より多く
の香がたかれます。私たちの祈りは漏れ
ることなく、御使いの捧げる香と共に神
様の御座に届けられます。
この時は、今まで以上の香が与えられ、

イスラエルの訴え、聖徒たちの訴え等、
あだ

仇を討つ時が来たゆえ、神様がそれらの
祈りに応えて、地に審判を送ります。そ
のために七人の御使いが、七つのラッパ
を吹く用意をしています。

黙示録8章2節、「それから私は、神
の御前に立つ七人の御使いを見た。彼
らに七つのラッパが与えられた」。巻物
を開くと同時に封印の災難が終わりまし
たが、七つのラッパが七人の御使いに渡
されました。そしてラッパの災難が始ま
ります。第七の封印が、巻物の中に書か
れてあることすべてですから、七つの
ラッパの災難は第七の封印の一部です。

黙示録8章3節、「また、もうひとりの
御使いが出て来て、金の香炉を持って祭
壇のところに立った。彼にたくさんの香
が与えられた。すべての聖徒の祈りとと
もに、御座の前にある金の祭壇の上にさ
さげるためであった」

「御使いが出て来て、金の香炉を持って
祭壇のところに立った」とあり、香炉は

第七の封印
（新改訳第3版使用）

黙示録8章1節、「小羊が第七の封印
を解いたとき、天に半時間ばかり静けさ
があった」。
ここで第七の封印が解かれました。5

章11節では、「天には、万の幾万倍､千
の幾千倍もの、無数の天使がいる」と語
られています。そして大患難からの殉教
者たち、旧約の聖徒たち、天にいる教会
の聖徒たち、ケルビムとその他の生き物
たちがいます。広 と々している天が、いっ
せいに静まりました。時計の針が動く音
が聞こえるほど、天に半時間ばかりの静
けさが続きます。

どうして、皆が息をのむほどに静まり
返っているのでしょうか。それは天地創
造以来、待ちに待った主のご計画の成
就が近付いているからです。小羊が封印
を解いてから、7年間の大患難時代の時
計が動き始めました。七つ目の封印を解
くと同時に、残る4分の3の大患難時代
に何が起こるのかが記された部分が現れ
ています。ゆっくりと巻物が開かれてい
き、30分の間は息をのむ思いです。

になったのだとも考えられます。また、
「青草が全部焼けてしまった」とあるよう
に、家畜の食べ物が無くなっています。
食物不足がますますひどくなり、野の獣
の食物が無い状態です。

昔、奴隷となっていたイスラエルの民
を解放させなかったエジプトのように（出
9:23 ～25参照）、神様はまた災いを起
こされます。出エジプトの時も10の災い
が起こりました。世の終わりに悪が広がり、
人々を罪の奴隷から解放させるために、
再び神様が立ち上がられるのです。

第二のラッパ
黙示録8章8節から9節、「第二の御

使いがラッパを吹き鳴らした。すると、

によって、あらゆる所で火事が起こって
います。

「地上の三分の一が焼け、木の三分の
一も焼け」と、多く家屋が焼失し、住む
所を失っています。また､木の3分の1も
焼失しています。地球温暖化の原因と
なっているガスには様々なものがありま
すが、中でも二酸化炭素は最も影響が
大きいと言われています。現在、車や工
場など化石燃料の使用が増え、二酸化
炭素が急速に増えています。森林は、二
酸化炭素を吸収しますが、地球の3分の
1もの木が焼失し、二酸化炭素を吸収す
る森林が少なくなっています。「血の混
じった雹と火とが現れ」という火による火
事ですが、恐らく落雷のような形で火事

聖徒たちの祈り
黙示録8章4節から6節、「香の煙は、

聖徒たちの祈りとともに、御使いの手か
ら神の御前に立ち上った。それから、御使
いは、その香炉を取り、祭壇の火でそれ
を満たしてから、地に投げつけた。する
と、雷鳴と声といなずまと地震が起こっ
た。すると、七つのラッパを持っていた
七人の御使いはラッパを吹く用意をした」

「香の煙は、聖徒たちの祈りとともに、
御使いの手から神の御前に立ち上った」
（8:4）とあり、多くの祈りに神様がお応
えになる時です。「御使いは、その香炉
を取り、祭壇の火でそれを満たしてから、
地に投げつけた」（8:5）。祈りが神様の

御前に届くと同時に、御使いが香炉を地
に投げつけています。祈りが神様に届く
と、神様は地に仇討ちをされます。「す
ると、雷鳴と声といなずまと地震が起
こった」（8:5）と祈りに応えて、神様の御
怒りが地に注がれています。そして、「七
つのラッパを持っていた七人の御使いは
ラッパを吹く用意をした」（8:6）とありま
す。封印の災難で、人類の4分の1がす
でに死にました。次は、ラッパの災難が
始まります。

第一のラッパ
黙示録8章7節、「第一の御使いがラッ

パを吹き鳴らした。すると、血の混じっ
た雹と火とが現れ、地上に投げられた。

そして地上の三分の一が焼け、木の三
分の一も焼け、青草が全部焼けてし
まった」

「血の混じった雹と火とが現れ、地上に
投げられた」とありますが、私の住んで
いるアメリカ・カンザス州では、時々大
きな

ひょう

雹が降ります。教会の外に止めて
あった私の車は、卵の大きさぐらいの雹
が降ったため、車が

でこぼこ

凸凹になり、2千ド
ルの修繕費が掛かりました。しかし、そ
れよりもっと大きな雹に血が混ざっている
物が降ってくるのは、あまりにも恐ろし
い光景です。それが一箇所で起こってい
るのではなく、世界規模で起こっている
のです。その上､火が現れています。これ

火の燃えている大きな山のようなものが、
海に投げ込まれた。そして海の三分の一
が血となった。すると、海の中にいた、
いのちのあるものの三分の一が死に、舟
の三分の一も打ちこわされた」

「火の燃えている大きな山のようなもの
が、海に投げ込まれた」（8:8）。これは、
大きな

いんせき

隕石ではないかと思われます。そ
れによって、「海の三分の一が血となっ
た」（8:8）のですが、出エジプトでナイ
ル川が血になったことを思わされます。
海にいる命のあるもの中の、3分の1が
死滅します。地上では青草が全部焼けて
しまい、食物不足になりましたが、海の
幸は残されています。しかし、その3分
の1が死んでしまい､魚や海草が少なく

来るまでは想像ができません。恐らく、
地球を取り巻く大気に異常が起こったの
かもしれません。天の光がはっきり見え
なくなった状態ではないでしょうか。太
陽も月も不気味な暗さで、星もほとんど
見えないという人々に恐れを抱かせる状
態だと考えられます。ルカの福音書21
章25節では、「日と月と星には、前兆が
現れ」とイエス様がおっしゃいました。こ
のようなことが大患難時代に起こると語
られたのです。

三つの災い
黙示録8章13節、「また私は見た。一

羽の鷲が中天を飛びながら、大声で言う
のを聞いた。『わざわいが来る。わざわ
いが、わざわいが来る。地に住む人々に。

を食べさせ、毒の水を飲ませる』」。また、
エレミヤ23章15節、「それゆえ、万軍
の主は、預言者たちについて、こう仰せ
られる。『見よ。わたしは彼らに、苦よ
もぎを食べさせ、毒の水を飲ませる。汚
れがエルサレムの預言者たちから出て、
この全土に広がったからだ』」

第四のラッパ
黙示録8章12節、「第四の御使いが

ラッパを吹き鳴らした。すると、太陽の
三分の一と、月の三分の一と、星の三
分の一とが打たれたので、三分の一は
暗くなり、昼の三分の一は光を失い、ま
た夜も同様であった」

第四のラッパが鳴りました。その日が

なり、食物不足は想像を絶するほどにな
ります。「舟の三分の一も打ちこわされ
た」（8:9）のは、大きな隕石のような物
が、海に投げ込まれたからです。それに
よって、3分の1の船が破壊されました。
届くはずであった食物が、届かなくなり
ます。

第三のラッパ
黙示録8章10節から11節、「第三の

御使いがラッパを吹き鳴らした。すると、
たいまつのように燃えている大きな星が
天から落ちて来て、川々の三分の一とそ
の水源に落ちた。この星の名は苦よもぎ
と呼ばれ、川の水の三分の一は苦よもぎ
のようになった。水が苦くなったので、

その水のために多くの人が死んだ」

「たいまつのように燃えている大きな星
が天から落ちて来て」（8:10）とあります
が、1991年の湾岸戦争の時、イラクの
元大統領サダム・フセインが、イスラエ
ルに撃ってきたミサイルを私はエルサレ
ムで見ました。ちょうどたいまつが飛ん
で来るように見えました。黙示録が書か
れた時代（AD95ごろ）には、そのような
ものはありませんでしたから、ヨハネは
「たいまつのように燃えている大きな星」
に見えたのでしょう。しかし、流星が落
ちてくる様子も同じようだと考えられます。
実際に起こらなければ分からないことで
すが、「大きな星」は、流星、堕天使（黙

示録で星は天使を表すことがある）ある
いは近代化学兵器のようなものとも考え
られます。

「川の水の三分の一は苦よもぎのように
なった。水が苦くなったので、その水の
ために多くの人が死んだ」（8:11）とのこ
とですが、たいまつのように見える星が
落ちてきたことで、真水が汚染されまし
た。苦よもぎは、新約聖書では黙示録
の一箇所だけですが、旧約聖書では何
箇所か出てきます。エレミヤ書では、
「苦よもぎ」が神罰として書かれています。
エレミヤ9章15節、「それゆえ、イスラ
エルの神、万軍の主は、こう仰せられる。
『見よ。わたしは、この民に、苦よもぎ

あと三人の御使いがラッパを吹き鳴らそ
うとしている』」

「わざわいが来る。わざわいが、わざわ
いが来る」と、ここに三つの災いが強調
されています。これは残り三つのラッパ
のことで、これらがかつてない苦難であ
ることを警告しています。
第一の災いは、第五のラッパ、
第二の災いは、第六のラッパ、
第三の災いは、第七のラッパで、最後

の七つの鉢の災難が全部入っています。
七つの鉢の災難は、大患難時代後半の
3年半にすべて起こることです。

次号は、第一の災いの第五のラッパに
ついて見ていきましょう。
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地上のモーセの幕屋や神殿で、常に香
をたいて神様に捧げていました。しかし、
これらは天にあるもののひな型に過ぎま
せん。地上で祭司が毎日、香を捧げてい
たように、天でも御使いが祭壇の前で香
を捧げています。
「彼にたくさんの香が与えられた。すべ
ての聖徒の祈りとともに、御座の前にあ
る金の祭壇の上にささげるためであっ
た」と記されているように、通常より多く
の香がたかれます。私たちの祈りは漏れ
ることなく、御使いの捧げる香と共に神
様の御座に届けられます。
この時は、今まで以上の香が与えられ、

イスラエルの訴え、聖徒たちの訴え等、
あだ

仇を討つ時が来たゆえ、神様がそれらの
祈りに応えて、地に審判を送ります。そ
のために七人の御使いが、七つのラッパ
を吹く用意をしています。

黙示録8章2節、「それから私は、神
の御前に立つ七人の御使いを見た。彼
らに七つのラッパが与えられた」。巻物
を開くと同時に封印の災難が終わりまし
たが、七つのラッパが七人の御使いに渡
されました。そしてラッパの災難が始ま
ります。第七の封印が、巻物の中に書か
れてあることすべてですから、七つの
ラッパの災難は第七の封印の一部です。

黙示録8章3節、「また、もうひとりの
御使いが出て来て、金の香炉を持って祭
壇のところに立った。彼にたくさんの香
が与えられた。すべての聖徒の祈りとと
もに、御座の前にある金の祭壇の上にさ
さげるためであった」

「御使いが出て来て、金の香炉を持って
祭壇のところに立った」とあり、香炉は

第七の封印
（新改訳第3版使用）

黙示録8章1節、「小羊が第七の封印
を解いたとき、天に半時間ばかり静けさ
があった」。
ここで第七の封印が解かれました。5

章11節では、「天には、万の幾万倍､千
の幾千倍もの、無数の天使がいる」と語
られています。そして大患難からの殉教
者たち、旧約の聖徒たち、天にいる教会
の聖徒たち、ケルビムとその他の生き物
たちがいます。広 と々している天が、いっ
せいに静まりました。時計の針が動く音
が聞こえるほど、天に半時間ばかりの静
けさが続きます。

どうして、皆が息をのむほどに静まり
返っているのでしょうか。それは天地創
造以来、待ちに待った主のご計画の成
就が近付いているからです。小羊が封印
を解いてから、7年間の大患難時代の時
計が動き始めました。七つ目の封印を解
くと同時に、残る4分の3の大患難時代
に何が起こるのかが記された部分が現れ
ています。ゆっくりと巻物が開かれてい
き、30分の間は息をのむ思いです。

になったのだとも考えられます。また、
「青草が全部焼けてしまった」とあるよう
に、家畜の食べ物が無くなっています。
食物不足がますますひどくなり、野の獣
の食物が無い状態です。

昔、奴隷となっていたイスラエルの民
を解放させなかったエジプトのように（出
9:23 ～25参照）、神様はまた災いを起
こされます。出エジプトの時も10の災い
が起こりました。世の終わりに悪が広がり、
人々を罪の奴隷から解放させるために、
再び神様が立ち上がられるのです。

第二のラッパ
黙示録8章8節から9節、「第二の御

使いがラッパを吹き鳴らした。すると、

によって、あらゆる所で火事が起こって
います。

「地上の三分の一が焼け、木の三分の
一も焼け」と、多く家屋が焼失し、住む
所を失っています。また､木の3分の1も
焼失しています。地球温暖化の原因と
なっているガスには様々なものがありま
すが、中でも二酸化炭素は最も影響が
大きいと言われています。現在、車や工
場など化石燃料の使用が増え、二酸化
炭素が急速に増えています。森林は、二
酸化炭素を吸収しますが、地球の3分の
1もの木が焼失し、二酸化炭素を吸収す
る森林が少なくなっています。「血の混
じった雹と火とが現れ」という火による火
事ですが、恐らく落雷のような形で火事

聖徒たちの祈り
黙示録8章4節から6節、「香の煙は、

聖徒たちの祈りとともに、御使いの手か
ら神の御前に立ち上った。それから、御使
いは、その香炉を取り、祭壇の火でそれ
を満たしてから、地に投げつけた。する
と、雷鳴と声といなずまと地震が起こっ
た。すると、七つのラッパを持っていた
七人の御使いはラッパを吹く用意をした」

「香の煙は、聖徒たちの祈りとともに、
御使いの手から神の御前に立ち上った」
（8:4）とあり、多くの祈りに神様がお応
えになる時です。「御使いは、その香炉
を取り、祭壇の火でそれを満たしてから、
地に投げつけた」（8:5）。祈りが神様の

御前に届くと同時に、御使いが香炉を地
に投げつけています。祈りが神様に届く
と、神様は地に仇討ちをされます。「す
ると、雷鳴と声といなずまと地震が起
こった」（8:5）と祈りに応えて、神様の御
怒りが地に注がれています。そして、「七
つのラッパを持っていた七人の御使いは
ラッパを吹く用意をした」（8:6）とありま
す。封印の災難で、人類の4分の1がす
でに死にました。次は、ラッパの災難が
始まります。

第一のラッパ
黙示録8章7節、「第一の御使いがラッ

パを吹き鳴らした。すると、血の混じっ
た雹と火とが現れ、地上に投げられた。

そして地上の三分の一が焼け、木の三
分の一も焼け、青草が全部焼けてし
まった」

「血の混じった雹と火とが現れ、地上に
投げられた」とありますが、私の住んで
いるアメリカ・カンザス州では、時々大
きな

ひょう

雹が降ります。教会の外に止めて
あった私の車は、卵の大きさぐらいの雹
が降ったため、車が

でこぼこ

凸凹になり、2千ド
ルの修繕費が掛かりました。しかし、そ
れよりもっと大きな雹に血が混ざっている
物が降ってくるのは、あまりにも恐ろし
い光景です。それが一箇所で起こってい
るのではなく、世界規模で起こっている
のです。その上､火が現れています。これ

火の燃えている大きな山のようなものが、
海に投げ込まれた。そして海の三分の一
が血となった。すると、海の中にいた、
いのちのあるものの三分の一が死に、舟
の三分の一も打ちこわされた」

「火の燃えている大きな山のようなもの
が、海に投げ込まれた」（8:8）。これは、
大きな

いんせき

隕石ではないかと思われます。そ
れによって、「海の三分の一が血となっ
た」（8:8）のですが、出エジプトでナイ
ル川が血になったことを思わされます。
海にいる命のあるもの中の、3分の1が
死滅します。地上では青草が全部焼けて
しまい、食物不足になりましたが、海の
幸は残されています。しかし、その3分
の1が死んでしまい､魚や海草が少なく

来るまでは想像ができません。恐らく、
地球を取り巻く大気に異常が起こったの
かもしれません。天の光がはっきり見え
なくなった状態ではないでしょうか。太
陽も月も不気味な暗さで、星もほとんど
見えないという人々に恐れを抱かせる状
態だと考えられます。ルカの福音書21
章25節では、「日と月と星には、前兆が
現れ」とイエス様がおっしゃいました。こ
のようなことが大患難時代に起こると語
られたのです。

三つの災い
黙示録8章13節、「また私は見た。一

羽の鷲が中天を飛びながら、大声で言う
のを聞いた。『わざわいが来る。わざわ
いが、わざわいが来る。地に住む人々に。

を食べさせ、毒の水を飲ませる』」。また、
エレミヤ23章15節、「それゆえ、万軍
の主は、預言者たちについて、こう仰せ
られる。『見よ。わたしは彼らに、苦よ
もぎを食べさせ、毒の水を飲ませる。汚
れがエルサレムの預言者たちから出て、
この全土に広がったからだ』」

第四のラッパ
黙示録8章12節、「第四の御使いが

ラッパを吹き鳴らした。すると、太陽の
三分の一と、月の三分の一と、星の三
分の一とが打たれたので、三分の一は
暗くなり、昼の三分の一は光を失い、ま
た夜も同様であった」

第四のラッパが鳴りました。その日が

なり、食物不足は想像を絶するほどにな
ります。「舟の三分の一も打ちこわされ
た」（8:9）のは、大きな隕石のような物
が、海に投げ込まれたからです。それに
よって、3分の1の船が破壊されました。
届くはずであった食物が、届かなくなり
ます。

第三のラッパ
黙示録8章10節から11節、「第三の

御使いがラッパを吹き鳴らした。すると、
たいまつのように燃えている大きな星が
天から落ちて来て、川々の三分の一とそ
の水源に落ちた。この星の名は苦よもぎ
と呼ばれ、川の水の三分の一は苦よもぎ
のようになった。水が苦くなったので、

その水のために多くの人が死んだ」

「たいまつのように燃えている大きな星
が天から落ちて来て」（8:10）とあります
が、1991年の湾岸戦争の時、イラクの
元大統領サダム・フセインが、イスラエ
ルに撃ってきたミサイルを私はエルサレ
ムで見ました。ちょうどたいまつが飛ん
で来るように見えました。黙示録が書か
れた時代（AD95ごろ）には、そのような
ものはありませんでしたから、ヨハネは
「たいまつのように燃えている大きな星」
に見えたのでしょう。しかし、流星が落
ちてくる様子も同じようだと考えられます。
実際に起こらなければ分からないことで
すが、「大きな星」は、流星、堕天使（黙

示録で星は天使を表すことがある）ある
いは近代化学兵器のようなものとも考え
られます。

「川の水の三分の一は苦よもぎのように
なった。水が苦くなったので、その水の
ために多くの人が死んだ」（8:11）とのこ
とですが、たいまつのように見える星が
落ちてきたことで、真水が汚染されまし
た。苦よもぎは、新約聖書では黙示録
の一箇所だけですが、旧約聖書では何
箇所か出てきます。エレミヤ書では、
「苦よもぎ」が神罰として書かれています。
エレミヤ9章15節、「それゆえ、イスラ
エルの神、万軍の主は、こう仰せられる。
『見よ。わたしは、この民に、苦よもぎ

あと三人の御使いがラッパを吹き鳴らそ
うとしている』」

「わざわいが来る。わざわいが、わざわ
いが来る」と、ここに三つの災いが強調
されています。これは残り三つのラッパ
のことで、これらがかつてない苦難であ
ることを警告しています。
第一の災いは、第五のラッパ、
第二の災いは、第六のラッパ、
第三の災いは、第七のラッパで、最後

の七つの鉢の災難が全部入っています。
七つの鉢の災難は、大患難時代後半の
3年半にすべて起こることです。

次号は、第一の災いの第五のラッパに
ついて見ていきましょう。



06 07

皆様の黙示録の学びと
信仰生活の備えとなりますように

2021年9月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

「初めにことばがあった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった。
この方は、初めに神とともにおられた。
すべてのものは、この方によって造られた。
造られたもので、この方によらずにできたものは一つもなかった。
この方にはいのちがあった。このいのちは人の光であった。
光は闇の中に輝いている。闇はこれに打ち勝たなかった。」

ヨハネの福音書1章1～5節

みことばに命があります。みことばは、イエス・キリストです。
創世記から黙示録に書かれているみことばの本質は、イエス・キリストです。
そして、ヨハネの黙示録は、イエス・キリストの啓示の書です。

「イエス・キリストの黙示。神はすぐに起こるべきことをしもべたちに示すため、これをキリストに与えられた。
そしてキリストは、御使いを遣わして、これをしもべヨハネに告げられた。ヨハネは、神のことばとイエス・
キリストの証し、すなわち、自分が見たすべてのことを証しした。この預言のことばを朗読する者と、それを
聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、幸いである。時が近づいているからである。」

ヨハネの黙示録1章1～ 3節

昨年からオメガニュースレター巻頭言は、Voice From Revelation黙示録シリーズをお届けしています。
今月はシリーズ15号目となります。

2020年2月の第3回オメガツアー（イスラエル＆ヨルダン）から帰国したその日、新型コロナウイルス対策に
よってイスラエル出入国の制限が掛かりました。今でも成田到着後に飛び込んできたテレビのニュースを
見た光景を忘れることはできません。

あの日からコロナ禍の中で、いよいよ時が迫っていることを知らされる情勢の中で、栄子・スティーブンス
師による分かりやすい終末に関する聖書の学びのニーズが高まっています。当初、今現在、毎月皆様に
お届けしているヨハネの黙示録シリーズは、聖書註解書として出版企画を進めておりました。日本における
ニーズの多さから、オメガ出版以外からの出版も検討されていました。

しかし、コロナ禍における日本の社会全体の痛み（現在も続く自然災害や緊急事態宣言による社会生活の制限のゆがみなど）

を共有するとき、日本の教会に仕えるオメガ出版として、何とか安価でできるだけ多くの方々に、手に取り
やすく、そして読みやすく、聖書の世界の入り口となるような開かれた出版物を発刊していくという出版目的
に沿って、すべての企画を変更しました。

著者である栄子師にとっても、長年の聖書研究の総まとめとなる宝のような原稿です。註解書で出版
すると牧師や限られたクリスチャンの方々向けの編集となり、当然ながら高価な価格設定となります。

オメガとしても、黙示録註解書の出版を一つの大きな目標として、これまでさまざまな分かりやすい小冊子
を出版してきましたので、心を込めて主に祈りました。そして、アメリカにおられる栄子師と共に何度も祈り
合いました。そして、結論は、出版物ではなく無料配布をするニュースレターとして、日本国内外すべての
日本人に「聖書は預言書であり、黙示録を朗読する者は幸いである」という神の祝福のみことばをお届け
しましょう！ ということを決定しました。

黙示録シリーズは、決して読みやすいものではないかもしれません。決して聞き心地の良いものでもない
かもしれません。しかし、「この書物を封じてはいけない」との聖書にある通りにお届けし続けてまいります。
このシリーズがスタートしてから、バックナンバーの有無のお問い合わせも多くなっていますが、HP上に過去
のすべてのニュースレター（新デザイン73号から）が無料で購読することができます。

新デザイン以前の1～72号までは現在、デザインや編集をリメイクしてお届けできるよう検討しています。
WEBや紙媒体、皆様のライフスタイルに合わせて自由にお選びください。どうぞ毎月の黙示録の学びの
保存版として今後の信仰生活の備えとなりますよう、ご活用ください。

日本国内、世界各地においても、地震や
ききん

飢饉、戦争のうわさ、愛の冷えるような報道が続いていますが、
神の愛はそのような中でも、創造された時から何も変わらない永遠の愛と祝福の計画をもって導いてくだ
さっています。私たちも、ますます主を愛し、主の御名によって祈りを深める時が来たのだと思います。今月
も共に、主に真心から信頼し、賛美し、とりなし祈り、励まし合ってまいりましょう。

「御使いはまた、水晶のように輝く、いのちの水の川を私に見せた。川は神と子羊の御座から出て、都の
大通りの中央を流れていた。こちら側にも、あちら側にも、十二の実をならせるいのちの木があって、毎月
一つの実を結んでいた。その木の葉は諸国の民を癒やした。　
もはや、のろわれるものは何もない。神と子羊の御座が都の中にあり、神のしもべたちは神に仕え、御顔
を仰ぎ見る。また、彼らの額には神の御名が記されている。
もはや夜がない。神である主が彼らを照らされるので、ともしびの光も太陽の光もいらない。彼らは世々
限りなく王として治める。
御使いは私に言った。『これらのことばは真実であり、信頼できます。』預言者たちに霊を授ける神である

主は、御使いを遣わして、すぐに起こるべきことをしもべたちに示された。　
『見よ、わたしはすぐに来る。この書の預言のことばを守る者は幸いである。』
これらのことを聞き、また見たのは、私ヨハネである。私は、聞いたり見たりした後に、これらのことを
示してくれた御使いの足もとにひれ伏して、礼拝しようとした。
すると、御使いは私に言った。『いけません。私はあなたや、預言者であるあなたの兄弟たち、この書の

ことばを守る人 と々同じしもべです。神を礼拝しなさい。』
また私に言った。『この書の預言のことばを封じてはなりません。時が近いからです。』」

ヨハネの黙示録22章1～ 10節
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皆様の黙示録の学びと
信仰生活の備えとなりますように

2021年9月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

「初めにことばがあった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった。
この方は、初めに神とともにおられた。
すべてのものは、この方によって造られた。
造られたもので、この方によらずにできたものは一つもなかった。
この方にはいのちがあった。このいのちは人の光であった。
光は闇の中に輝いている。闇はこれに打ち勝たなかった。」

ヨハネの福音書1章1～5節

みことばに命があります。みことばは、イエス・キリストです。
創世記から黙示録に書かれているみことばの本質は、イエス・キリストです。
そして、ヨハネの黙示録は、イエス・キリストの啓示の書です。

「イエス・キリストの黙示。神はすぐに起こるべきことをしもべたちに示すため、これをキリストに与えられた。
そしてキリストは、御使いを遣わして、これをしもべヨハネに告げられた。ヨハネは、神のことばとイエス・
キリストの証し、すなわち、自分が見たすべてのことを証しした。この預言のことばを朗読する者と、それを
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イエス様のご再臨と、その後にもたら
される時代を克明に描く黙示録により、
この人類に対するすべての啓示が告げら
れ、聖書は終わります。

主は黙示録21章、22章でお約束され
ているような、それを見たヨハネでさえ
も既存の言葉で表現することすらできな
い、信じられないほど素晴らしい未来を
用意してくださっている、こんな私にも
…。そう思うと、ありがたくてありがた
くて、その恵みに感動し、ただただ圧倒
されずにはいられません。

未来から今を生きる…
この世に「絶対的に信頼できるもの」

があるとは、どれほど心強いことでしょ
う。何を信じて生きていけば良いか分か
らない、全くもって暗闇の中を歩くよう
な今の時代に生きる者で、それを必要と
しない人はいるでしょうか。どれほどの
人がそれを驚きと感動で歓迎するか！  し
かしそんなものがあったのです、それが
聖書だったのです。それを一人でも多く
の人に知ってもらいたい、心からそう感
じずにはいられません。

確かで絶対的な預言書である聖書の
世界観に基づく視点から今の時代をとら
えることがなければ、愚かで弱い私は、
神様にすがりながらも、今、身の回りで
次々と起こる現象に、ただただ振り回さ
れながら右往左往し、将来に対する漠然
とした不安に押しつぶされているに違い
ありません。

こうして私もイスラエルを軸に、聖書
が預言書であること、そしてその預言は
絶対的なものであることを実感する者と
されました。

聖書が預言書であることを知ることは、
そのとてつもなく雄大かつ正確な繊細さ
を備えた歴史観と世界観の中で生きるこ
とを許されるということに他なりません。
その世界観と歴史観を持った途端、私は
とんでもない事実に気付かされました。

1900年間地上から消えていたイスラ
エルという国が、聖書の預言どおりに再
び回復し、イエス様が十字架にお架かり
になって間もなく2千年を迎える今の時
代を生きる我々は、疑う余地もないほど
確実に、聖書のクライマックスに近いと
ころに存在する…。

必ずご再臨（セカンドカミング）が
あるという確信

聖書の世界観、歴史観という絶対的
な視点を持ったことで、何より驚いたの
は、イエス様がもう一度この地上に来ら
れるということ、つまりご再臨が確かな
ものなのだと認識したことでした。イエ
ス様は、我々の罪を赦して、そのお仕事
を終えたわけではなかったのです。神の
右の座にずっといらっしゃったままでは
なかったのです。もちろんそれだけでも
凄いことだと感じていましたが、そんな
ところで喜んでいる場合じゃなかったの
です！ クリスチャンとなって数年たっても、
それを全く知らずに生きていたのですか
ら、それはそれは驚きでした。

キリストの再臨については、旧約の時
代から預言され、新約に至っては、何と
25節に1節繰り返し繰り返し伝えられて
いることを見ても、神を信じて生きる者
にとって、それがどれほど大切なことで
あるのか、それを私たちに理解させよう
となさる神様の愛を伺い知ることができ
ます。

聖書のクライマックスがキリストのご
再臨であり、それによって聖書が完結す
る、つまりアダムが創造主の元から離れ
ていってしまって以来、着々と進めてこ
られた、創造主ご自身による人類救済計
画が完遂するのです！

がおっしゃる“わたしはすぐに来る”しか
り、アーメン」の間にすべて、まるでサン
ドイッチのように挟まれている…。

過去の預言が100％成就しているなら、
未来も100％。預言の成就する様を見る
ことによって、黙示録で預言されたご再
臨も、その後の千年王国も、そして新天
新地も必ず成就すると信じることができ
るのです。

これほどの、預言の成就を目の当たり
にして、それでもなお聖書を否定するこ
とのできる人が、いったいどれほどいる
でしょうか。

ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎
とうたろうわじま

イエス・キリストは二度来られる
連載

初臨の恵み、再臨の恵み
それを信じた途端に訪れたもの―その6

「イチジクの木に芽が出たら夏が近いことが分かります。その時には、神の御国が近いと知りなさい」（ルカ21:29～31参照）

聖書には、
初めと終わりがあった
「聖書は宗教の本ではなく、初めから終
わりまで預言書です」
「聖書からユダヤ、イスラエルを抜いて
しまったら、預言の成就も、本来の意味
もさっぱり分からず、宗教の本になって
しまうのです」
「聖書が預言することは100％、必ず成
就します。なぜなら、それは人間から出
たものではなく、動くことのない創造主
なるお方のことばだからです」

優しく微笑みながら語られる、栄子先

私たちの命は、人生は、存在は、聖
書に記されたそのような歴史の中にある
のだと知れたことで初めて、私の中に起
こった大きな変化があります。そのこと
で私は、これまでの人生で起こった過去
のすべてを、感謝に変えることができた
のかもしれません。人の手に掛かって壮
絶な最期を遂げた祖父の死。その筆舌
に尽くしがたい悲しみと苦しみさえも、
過去は感謝に変わりました、それもごく
ごく自然に。

そして、未来のすべてが希望に変わっ
たのかもしれません、これほど多くの困
難や問題が目の前に立ちはだかるにもか
かわらず。しかもごくごく自然に…。　

考えると不思議な感じですが、それは
「確実なる未来から、今を生きること」が
できるようになったからということなので
しょう。

この命が最後に到達するところから差
してくる強烈な希望の光が、すべての困
難よりも大きなインパクトをもって、今
の私の目に入っているのに違いない、そ
う感じながら、混乱を極めるこの時を生
きる力を与える、パウロが記してくだ
さった神のみことばを味わいながら、
2021年の終戦記念日を祈りの中で過ご
したいと思います。

「今の時の苦難は、やがて私たちに啓
示される栄光に比べれば、取るに足りな
いと私は考えます」

ローマ人への手紙 第8章18節

東京でのオリンピックが終わりました。
それに並行して、コロナが爆発的に広がり、世界各国を襲う未経験なレベルの自然災害の
数々の中、この原稿を書いている明日は、終戦記念日です。人間が神様から離れたことによる
愚行の極みと言える、人類初の世界大戦が終結してから76年の月日が経ちました。
マタイの福音書24章でイエス様が、ご自分が再びこの地上に来られる前にはこのような
ことが起こると預言された、さまざまな事象の、確かな足音を聞く思いに包まれながら、
私の心には栄子・スティーブンス先生がおっしゃった言葉が繰り返し響いています。
「人々は世界平和が来る、実現できる、と錯覚していますが、アダムが神様から離れて以来、
人類に真の平和が来たことは一度もありません」

生のとてつもない豪速球のようなこれら
の言葉に導かれるように、私の聖書との
新たな道が開かれました。

聖書は過去に終わった
ぐうわ

寓話や神話でも、
また人間がこの世を生きていくために必
要な倫理観やお手本を示す本でもなく、
そこには人類がたどるすべての道のりが
初めから終わりまで、寸分違わず記され
ている…。そしてそのすべての道のりは、
創世記の第１章第１節「はじめに神が天
と地とを創造された」から、黙示録の最後、

「これらのことを証しされる方（イエス）
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る神への全き従順をもって十字架に架か
り罪人として死ぬことで、人間が自由意
志を間違って使ったことで神との信頼関
係を断絶させた大罪と、後に犯した数々
の罪をあがなってくださった。現在だけで
はなく過去、未来の罪もすべてである。

そして
よみ

陰府にくだって死を支配している悪
しき者のかしらを打ち砕いてくださり、肉
も復活され、使徒たちに姿を現してくださ
り、食事を共にと招いてくださり「友」とし
ての関係回復を確認させてくださった後
に天に昇られ神の右に座しておられる。
つまり、今を生きている私たち（イエスを
私の救い主である唯一の神と信じる者た
ち）は、イエスのゴルゴタの十字架の前後
では神の国で全く身分の違う者となって
おり、聖書に記録されているようにイエス
と「友」の関係なのだと証ししておられる。

同時に「それを分かっているのか?」と
私に問われもしている。そして、さらに、
イエス・キリストは、かしこよりまたこの
地に来られ、永遠の命に入る者と、永遠

の死に入る者を
さば

審かれるのである。「それ
を分かっていて、お前は今何をしている
のか？ 何をするのか？」とも問われ続ける。
待ったなしなのであるとジワジワと私の魂
に圧が掛かる感じを覚えます。

また、これと同じ時期に、私が理事と
して籍を置く日本G＆M文化財団が主催
する「JSU（ジャストショーアップ）」という
ブッククラブに参加している時、『信仰入
門』（ジョン・ストット著）という書籍で、
イエスが飲んだ罪の杯についての記述が
あった。そこにはその杯をイエスが飲む
決断をし実行した時から、死ぬまでの間、
今までどんな時も共にいてくださった神様
から離れ深い孤独の中におられたと記述
されていた。罪のある者は神様と共にい
ることができないからである。

イスラエルで栄子・スティーブンス先生
から伺った「イエスが飲んだ杯に入ってい
るのはどんなものより汚くどんな汚物より
臭いものだった」がすぐ思い起された。人
間として何一つ罪を犯さなかったイエスが
この時からどんな悪人よりも大罪を犯し
た罪人となられ、神様の臨在も感じるこ
とができない中、自ら「死」に自分を渡す

のとりなし祈りの伴走者として共に出席を
決意し参列しました。

礼拝後はその日のみことばを黙想しな
がら、二人で主の御心を分かち合い、気
付けば早天礼拝への主の招きに聖霊に助
けられながら全日程の参列が叶いました。
111日間の早天礼拝参列は初めての経験。
自分だけの決意なら私は途中何回も寝坊
していたに違いありません。同伴者と役
割を与え背中を押してくださったのです。
そしてすべての礼拝で語られるメッセージ
を、聖霊が私に分かるように解き明かし
してくださりビシビシと心に刺さり、私か
ら出る祈りと行動を変えるものになりまし
た。コロナで礼拝堂に集まれなくなった
ことで与えられた大きな祝福の一つです。

実はこの期間中、私は「聴くドラマ聖
書」の全国キャンペーンを企画から実行に
移すためのヒアリング計画を立てていまし
た。しかし、年明け東京に発令された非
常事態宣言のためストップとなり、ただ
静まり主の御心を求める期間となりまし
た。悪しきと思う環境もすべて感謝しま
す! と主を喜びなさいという牧師の説教
を思い出し、その通り口にしながら過ご
してみると、このキャンペーンの企画も私
が考える方法で、動機に私の栄光もほん
の少し表したいという自我があったこと
に気付くことができました。恥ずかしい！ 
ごめんなさい！ と主に謝りすぐに手放す
ことにしました。私が用いられなかったと
しても（笑）もっと良いプランを神様は用
意されているからと（笑)。

全き従順と自由意志
月に一度、

せいさん

聖餐式に告白する「使徒信
条」。その文言の意味を黙想しながら主
に改めて意味を問うたことがあります。
イエスはアルファでありオメガである。
100％神であり100％人間である唯一無
二の存在。預言を成就されるために父な

ハレルヤ！ 未来のために
生かされている私たちに

東京オンヌリキリスト教会
「聴くドラマ聖書」制作プロデューサー

松島 ゆき子
まつしま

主よ、私にこの役割を頂いたことを感
謝し心静め聖霊と共に、主がお使いにな
られるために私に「今」知らされることを
記述します。アーメン

一年前、私は機会を頂き、オメガ通信
100号にイスラエルツアーに参加した一人
としての証しを寄稿させていただきました。

その時、「神様はまた私を用いてくださ
るだろうか」という神様への問いかけを記
させていただき、また、「聖書はすべての
民のものであり、神様はすべての民をお
救いになりたい。そのためにイエス・キリ
ストをこの地に寄こされたのだから。人々
が永遠の死に向かう歩みを。永遠の命に
変える手助けがしたい」と神様への小さき

つぶやきのような祈りも記させていただき
ました。「ヨハネの黙示録」への導きもです。

主は、この寄稿文に記した小さき祈り
について、私との会話を始めてくださった
ようです。

「主の栄光を表したい」
の中に潜む己の栄光

コロナ禍での様々な制限で起こる災い
の克服のために、2020年12月下旬から
通算111日間の早天礼拝が世界のオンヌ
リ共同体でオンライン（一部オフライン含
む）で開催されました。ソウルから発信さ
れる礼拝に、同時通訳をつけるため、私
の親しい姉妹がその任を喜びをもって奉
仕しました。私はその奉仕の完走のため

まで耐え忍ぶ決断をされ、己の「任」を全
うするため前だけに歩き続けたのだ。神
様への全き愛と従順の姿と、人間に与え
られた自由意志をどう使うべきかを知らさ
れたように感じ、それと「友」と呼んでくださ
る私たちへの愛が計り知れないほど大きい
から最後まで歩けたのだと涙があふれて
仕方なかった。「今」そのイエスが私の内
に共にいてくださる。主と共にいれば、私
も大丈夫だ、どんな場面でも聖霊に助けを
求めれば、神様が喜ぶ道を私も自由意志
で選択することができると信じ過ごす幸せ
を噛みしめています。

信仰は必ず生活の中で経験を通して訓
練され自分のものとなり実となると私は
信じています。全き従順は、全き信頼、
全き信頼は、自分の考えに保身がなくな
ることに気付くことができました。神様に
従順するイエスの様に、私に与えられた
隣人を信頼し、隣人の喜びを私の喜びと
することに自分の自由意志を使えば、本
当に知らぬ間に保身の考えが消え失せ、
隣人との関係が主と共に喜べる祝福の中
にいざなわれていくという聖霊の働きを体
験できると生活の中で経験させてもらえ
ました。

所属教会で
黙示録の学びがスタート

今年は、私が所属する東京オンヌリキ
リスト教会でも「黙示録セミナー」が始ま
りました。1章ごと、地理と時代背景など
合わせながら主からの預言の書である黙
示録を学んでいます。

これをきっかけにいろいろな解釈もある
書であることも学んでいます。私はセミ

ナーを受ける時に、主の遺言であるよう
に感じるこの書を通して、神様がなぜひ
とり子であるイエスに人間の罪をあがなわ
せたのか、この世界とは何なのか、私た
ちはいったいどこから来ているのか、この
地の次にどこに行くのが全き幸せなの
か、、、つまりこの地をどう生きるのが祝福
される生き方なのかを知れますようにと祈
ります。この時、私の頭と魂は分からなく
ても、必ず内在くださる主と聖霊の助けで
分かるようにしてくださると信じています。

ラブ・ソナタ山形
2021年10月27、28日に開催される

伝道集会「ラブ・ソナタ山形」。今年初め
てオンヌリ教会の韓国からの兄弟姉妹の
奉仕者が来日できない中での開催が計画
されています。この為の祈り会も週一オ
ンラインで始まりました。一人でも多くの
人にイエス・キリストがどういう方なのか
を知らせることからすべてが始まり神の国
の完成に向かうことができる。この集会
に多くの働き人が集められ「黙示録」のこ
の時代に主に喜ばれる者であふれること
を強く祈ります。

「この預言のことばを朗読する者と、そ
れを聞いて、そこに書かれていることを守
る者たちは、幸いである。時が近づいて
いるからである」（ヨハネの黙示録1:3)

私の中に主がおられ、主の中に神様が
おられる。それは、すべての民が一つに
なるための唯一の方法だからだと主に示
されます。ハレルヤ! 未来のために生かさ
れている私たちに。アーメン
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オメガオンラインショップのクレジット決算導入のために
　海外在住の日本人の方々からの商品ご購入のお問い合わせが
増えています。またコロナ禍でのニーズに応え、オメガオンライン
ショップサイトでクレジット決算導入を9月下旬開始予定で進めて
おります。すべての作業がスムーズに整いますように。また、オメガ
の分かりやすい教材が一人でも多くの方の手に届きますように。
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祈りの課題
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感謝を込めて　イスラエルセミナーCDとスティーブンス・栄子の『シャロームイスラエル』
DVD上・下巻も感謝価格でご提供中です。
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ハレルヤ！ 未来のために生かされている私たちに

Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.15

未来の預言―その7200文字くらい

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

オメガ出版

ＤＶＤ4枚組　
上巻全540分/下巻564分
各¥2,750（税込）

『シャローム
  イスラエルⅠ』
DVD好評発売中！ 

ニュースレター「Bride」&オメガ出版ご注文方法について

日本と世界情勢のために
　現在、世界で大規模地震が多発しています。日本国内のさまざま
な地域でも自然災害が続いています。新型コロナウイルスによる
緊急事態宣言も延長を重ねております。日本国内、イスラエルを
囲む中東情勢、世界の国々を覚えて人々の生活、健康や安全が
守られますよう引き続きお祈りください。

オメガニュースレター「Bride」について

毎月！ メール配信と郵送によって
無料で受け取れます！

オメガ出版
ご注文方法

主の祈り
天にまします我らの父よ。
願わくは御名をあがめさせたまえ。
御国を来たらせたまえ。
みこころの天になるごとく、
地にもなさせたまえ。
我らの日用の糧を
今日も与えたまえ。
我らに罪を犯すものを
我らが赦すごとく、
我らの罪をも赦したまえ。
我らを試みにあわせず、
悪より救いだしたまえ。
国と力と栄えとは、
限りなく汝のものなればなり。
アーメン。

ご登録は
https://www.omega.or.jp/
お問い合わせ　
TEL＆FAX：06-6777-2117

①電話 ②FAX ③Eメール※

※ 本文にお届け先ご住所、お名前、注文数の記入をお願いいたします。

④オメガオンラインショップ
TEL＆FAX:06-6777-2117
Eメール:book@omega.or.jp
オメガ出版のWEBサイトからのご注文

　

https://www.omega.or.jp/shuppan/

謝辞～夏のプレゼント～
皆様からのたくさんのご応募ありがとうございました。ベー・チェチョル「愛のうた」CDは、輪嶋東太郎氏から贈呈がありました。感謝を込めて、ご報告させていただきます。

こちらをクリックするとニュースレター「Bride」がすべてお読みいただけます。


